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漢
字
「
口
」
に
二
画
を
加
え
た
文
字
を 

  

い
く
つ
覚
え
て
い
る
か
な
？ 

 
 

２
０
字
以
上
を
思
い
出
せ
れ
ば
、
す
ば 

 

ら
し
い
。 ク

イ

ズ

                                       

 
 

         
 

 
 

平
成
20
年
度
総
会 

 
 

   
14
期 

緒
方
利
之
（
桶
川
） 

 

彩
央
会
は
２
年
目
を
迎
え
て
、
４
月 

20
日
、
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い 

て
総
会
を
開
催
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
、
い
き
が
い
大
学
伊
奈 

学
園
所
長
氏
家
健
也
、
同
前
所
長
遠
藤 

昇
の
両
氏
を
迎
え
た
。 

 

当
日
現
在
、
会
員
総
数
92
名
、
出
席 

者
59
名
、
委
任
状
26
名
で
あ
っ
た
。 

第
１
部 

総
会 

▼
報
告
事
項 

１
．
19
年
度
事
業
報
告 

２
．
19
年
度
会
計
報
告 

▼
決
議
事
項 

１
．
20
年
度
事
業
計
画
案 

２
．
20
年
度
予
算
案 

３
． 

役
員
改
選
案 

 

議
案
は
満
場
の
賛
意
を
得
て
、
総
会 

を
無
事
終
了
し
た
。 

（
事
業
の
内
訳
） 

▼
19
年
度
の
事
業
報
告 

３
月 

設
立
総
会
・
科
別
交
流
会 

６
月 

第
一
回
総
会
・
懇
親
会 

７
月 

会
報
「
彩
央
」
を
創
刊 

９
月 

研
修
会
（
健
康
）
と
懇
親
会 

１１
月 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
大
会 

２
月 

文
集｢

彩
央
の
ひ
ろ
ば｣

を
創
刊 

 
 
 

 
         

▼
20
年
度
の
事
業
計
画 

４
月
26
日 

総
会
・
懇
親
会 

４
月
22
〜
27
日 

第
１
回
美
術
展 

５
月
27
日 

研
修
会
・
懇
親
会 

７
月
8
日 

一
芸
披
露
会 

８
月 

末 
  

「
彩
央
」
第
２
号
を
発
行 

９
月
26
日 

桶
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

秋 

一
泊
旅
行
・
バ
ー
べ
キ
ュ
ー 

秋 

鴻
巣
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
花
市
場
） 

他 

企
業
見
学
・
福
祉
施
設
訪
問
ボ
ラ 
 
 

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
計
画
し
た
。 

第
２
部 

懇
親
会 

 
 

 

地
区
別
に
集
ま

り
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
こ
れ

は
会
員
が
昨
年
来
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
参
加
し
、
相
互
の

和
が
深
め
ら
れ
た

結
果
だ
と
思
う
。 

 

本
会
の
発
展
の

た
め
に
、
今
年
も
多

く
の
会
員
の
企
画
へ
の
積
極
的
な
参
加

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

彩
央
会
「
美
術
展
」
を
開
催 

 
 

13
期 

小
瀬 

功
（
鴻
巣
） 

 

春
を
飾
る
美
術
展
を
４
月
22
日
〜 

27
日
、
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催 

          
 し

た
。 

 

出
品
者
は
20
名
、
出
品
点
数
は
40
点

（
日
本
画
３
、
墨
彩
画
６
、
油
彩
画
７
、

水
彩
画
16
、
点
描
画
２
、
写
真
４
、
絵

手
紙
一
式
、
パ
ソ
コ
ン
画
一
式
）。 

 

開
催
中
の
来

場
者
は
延
べ
２

６
２
名
、
丁
度
、

年
次
総
会
の
時

期
で
あ
っ
た
。

「
い
き
が
い
大

学
」
の
あ
る
Ｏ

Ｂ
が
、
朝
の
埼

玉
新
聞
を
見
て

飛
ん
で
来
た
と
い
う
。
５
年
間
奥
様
の
介

護
で
校
友
会
等
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

と
連
面
と
語
っ
た
。 

 

つ
い
涙
を
頂
戴
し
て
し
ま
い
、こ
の
企

画
は
単
に
私
た
ち
の
美
術
展
に
と
ど
ま

ら
ず
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
繋
が
っ

て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
た
。
作
品
は
い

ず
れ
も
個
性
が
あ
り
、
多
く
が
話
題
に
な

っ
た
。 

 
こ
の
美
術
展
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、

ま
ず
ま
ず
の
結
果
で
、
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

先
に
彩
央
会
が
ま
と
め
た
会
員
の
趣 

味
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
そ
の
約 

３
５
％
が
美
術
関
係
の
趣
味
を
も
っ 

て
い
ま
す
。
会
員
の
文
化
水
準
の
高
さ 

を
認
識
し
た
次
第
で
す
。 

 

次
回
以
降
に
も
一
層
の
期
待
が
持
て 

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
参 

加
い
た
だ
く
よ
う
に
、
ご
案
内
申
し
上 

げ
ま
す
。（
企
画
担
当
） 

 

み
ん
な
で
考
え
よ
う
健
康
管
理 

 
 
 

―
研
修
会
― 

 
 
 

９
期 

満
田
省
三
（
北
本
） 

 

健
康
研
修
会
が
５
月
27
日
午
後
、
北 

本
市
で
実
施
さ
れ
た
。
内
容
は
講
演
、 

参
加
者
の
ス
ピ
ー
チ
、
懇
親
会
の
３
メ 

ニ
ュ
ー
と
多
彩
。 

 

講
師
は
会
員
で
も
あ
る
北
本
市
在
住 

の
佐
野
吉
弘
さ
ん(

15
期
健
康
管
理
士)

。 

本
会
の
特
徴
で
あ
る
会
員
の
特
技
活
用 

の
例
と
し
て
お
願
い
し
た
が
、
講
演
は 

平
易
で
ウ
イ
ッ
ト
に
富
み
、
好
評
だ
っ 

た
。 

 

た
だ
、
奥
深
い
健
康
問
題
だ
け
に
２ 

時
間
で
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
困 

難
あ
る
。
こ
の
日
の
講
演
の
成
果
が
身 

に
つ
く
か
否
か
は
皆
さ
ん
の
毎
日
の 

フ
ォ
ロ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。 

会
員
各
位
の
自
己
研
鑽
を
期
待
し
ま
す
。 

 

講
演
終
了
後
、
参
加
者
全
員
「
わ
た 

し
の
健
康
」
と
題
す
る
３
分
ス
ピ
ー
チ 

を
行
っ
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
お
し
ゃ 

べ
り
を
通
し
て
自
己
宣
伝
の
で
き
る
楽 

し
い
ひ
と
と
き
だ
け
に
、
少
量
の
ビ
ー 

ル
も
入
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
挨
拶 

彩
央
会
会
長 

 

松
本
紀
久
夫 

    

員
同
士
が
先
ず
知
り
合
い
、 

仲
良
く
な
る
た
め
の 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
夢
列
車
彩
央
会
号
」 

は
、
こ
の
４
月
17
名
を 

 
 

 

諸
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
４
月
以
降
、
美
術 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
し
く
迎
え
、
１
期
生(

２
名)

か
ら
17
期
生(

17 
 

 
 

展
、
健
康
講
座
、
一
芸
披
露
会
の
開
催
等
、
地
域
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名)

ま
で
総
員
92
名
が
乗
る
列
車
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

貢
献
す
る
た
め
の
準
備
を
兼
ね
た
活
動
を
行
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

“
小
さ
く
誕
生
し
て
、
大
き
く
育
て
よ
う
”と
、
昨 

 
 
 

い
ま
す
。 

「線
路
は
つ
づ
く
よ 

ど
こ
ま
で
も
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
３
月
発
足
し
た
彩
央
会
は
、
親
睦
、
い
き
が
い
、  

 
 

た
の
し
い
旅
の
夢 

つ
な
い
で
る
」 

を
歌
い
な
が
ら
、  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地
域
貢
献
の
旗
を
ひ
ら
め
か
せ
て
、
初
年
度
は
会 

 
 

 

走
り
つ
づ
け
よ
う
。  

 
 

 
 

 
 

(

13
期
・
北
本)  
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男
の
料
理 

 
 
 
 
 

１４
期 

江
中
建
三
（
北
本
） 

 

「
え
！
江
中
さ
ん
が
料
理
？
」
久
々 

に
飲
ん
だ
後
輩
達
の
声
。
現
役
の
彼
ら 

の
頭
脳
に
は
料
理
を
す
る
男
の
姿
は
な

い
ら
し
い
。 

 

こ
の
私
も
現
役
の
頃
は
お
よ
そ
料
理

と
は
無
縁
で
し
た
。
そ
れ
が
な
ん
と
な

く
料
理
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
あ
る
時
リ
タ
イ
ア
族
先

輩
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
で
し
た
。「
家
に

い
る
日
が
多
く
な
る
が
、
間
違
っ
て
も

奥
さ
ん
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。 

『
昼
飯
ま
だ
？
』
」。 

 

伊
奈
学
園
卒
業
時
に
中
高
年
男
性
の

家
庭
で
の
自
立
を
目
指
し
て
発
足
し
た 

男
の
料
理
サ
ー
ク
ル
「
ゆ
う
ゆ
う
」
に 

参
加
し
て
、
月
一
度
の
料
理
教
室
を
楽 

し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
で
復
習 

を
し
な
い
の
で
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う 

の
と
、
照
れ
く
さ
さ
も
あ
っ
て
、
家
内 

に
代
わ
っ
て
昼
飯
を
作
る
こ
と
は
少
な

い
。
成
果
を
活
か
せ
る
の
は
や
は
り
一

人
の
時
。
酒
の
肴
と
飯
つ
く
り
は
気
ま

ま
に
実
に
楽
し
い
。 

 

今
（
原
稿
書
い
て
る
６
月
下
旬
）
家

内
が
２
週
間
留
守
で
す
が
外
食
は
数
回

だ
け
。
家
に
い
る
時
は
趣
味
を
や
る
合

間
の
料
理
、
一
人
旅
で
自
然
に
入
っ
て

の
キ
ャ
ン
プ
料
理
、
結
構
や
れ
ば
出
来

る
ん
で
す
。
こ
れ
が
男
の
料
理
？
得
意

簡
単
料
理
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
、
虹
鱒

の
燻
製
。 

 
 

私
と
ビ
デ
オ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
  
 

７
期 

出
口
哲
郎
（
鴻
巣
） 

 

 

私
が
ビ
デ
オ
製
作
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
手
話
サ
ー 

ク
ル
で
聞
こ
え
な
い
友
達
と
付
き
合
う

よ
う
に
な
っ
た
と
き
か
ら
で
す
。 

楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ビ
デ
オ
を
見
て 

い
る
と
き
に
、
笑
い
や
感
動
の
反
応
が 

全
く
違
う
事
に
気
が
付
き
ま
し
た
。 

そ
れ
以
降
、
字
幕
付
き
の
ビ
デ
オ
を
作 

る
よ
う
に
な
り
、
聴
覚
障
害
者
協
会
の 

大
会
や
各
種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝 

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

平
成
５
年
に
県
活
の
仲
間
と
６
人
で

ビ
デ
オ
「
若
葉
会
」
を
つ
く
り
技
術
的

な
勉
強
や
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
個
人
の
活
動
で
す
が
、
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
、
仲
間
が
協
力

し
て
撮
影
・
編
集
等
を
行
な
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
蓮
田
市
の
成
人
式
と
越
谷

能
楽
堂
で
実
施
さ
れ
た
里
神
楽
公
演
の

撮
影
に
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

べ
に
花
染
め
体
験 

 
 
 
 
 

 

17
期 

坂
巻
外
史
（
桶
川
） 

６
月
も
月
末
に
近
い
日
の
こ
と
で
す
。

エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
高
齢
の
男
女
が
農

家
の
庭
か
ら
梨
畑
を
過
ぎ
、
や
が
て
紅

花
畑
に
向
う
。
こ
ん
な
光
景
が
・
・
。 

今
年
も
紅
花
が
咲
く
季
節
が
や
っ
て

来
た
の
で
、
ク
ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
を
誘

っ
て
、
桶
川
市
川
田
谷
の
工
房
に
て 

「
紅
花
染
め
体
験
」
を
お
こ
な
っ
た
。 
 

こ
の
工
房
で
は
紅
花
の
摘
み
取
り
か

ら
体
験
で
き
る
の
が
売
り
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 

紅
花
染
め
体
験
は
用
意
さ
れ
た
液
等

に
シ
ル
ク
の
ス
カ

ー
フ
等
を
染
め
上

げ
る
単
純
な
も
の

だ
が
、「
絞
り
」
を

入
れ
る
こ
と
で
個

性
の
あ
る
作
品
が

出
来
あ
が
る
。 

 

暑
さ
を
忘
れ
、
に
ぎ
や
か
に
約
２
時

間
の
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
体
験
、
貴

方
も
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

♪ 

一
芸
披
露
会 

♪ 
 
 
 
 

12
期 

天
野 

健
（
北
本
） 

 

彩
央
会
自
慢
の
演
芸
団
一
行
14
名 

が
７
月
８
日
午
後
、
北
本
文
化
セ
ン
タ 

―
で
持
ち
前
の
芸
を
披
露
し
た
。 

 

第
１
部
は
出
し
物
。
立
っ
て
よ
し
、 

座
っ
て
よ
し
の
名
演
技
が
続
き
、
観
客

は
時
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
た
。 

 

民
話
、
紙
芝
居
、
講
談
、
手
品
、
歌
、

踊
り
。
観
客
と
一
体
と
な
っ
て
の
合
唱
、

歌
声
が
会
場
狭
ま
し
と
響
い
た
。
フ
ラ

ダ
ン
ス
に
は
飛
び

入
り
も
あ
っ
た
。 

初
回
の
演
目
14
。 

 

会
場
に
は
、
大

学
民
話
ク
ラ
ブ
の

創

立

メ

ン

バ

ー

（
現
け
や
き
の
会

代
表
役
員
）
小
林

正
男
、
須
藤
秀
恒

両
氏
（
各
９
期
）

の
姿
も
あ
り
、
愛
弟
子
た
ち
の
熱
演
を

見
守
っ
て
い
た
。 

 

第
２
部
は
懇
親
会
。
全
員
が
す
っ
か

り
打
ち
解
け
て
ご
機
嫌
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

実
行
委
員
の
ひ
と
り
、
荒
巻
圭
子
さ

ん
（
14
期
・
北
本
）
に
伺
っ
た
。 

 
 

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
と
て
も
健
康
に
良

い
思
う
の
で
続
け
て
い
ま
す
。
手
や
腕

の
動
き
は
手
話
に
似
て
い
る
し
、
楽
し

い
踊
り
で
す
よ
。『
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
』
」

と
記
者
も
す
す
め
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開
演
中
に
会
場
の
不
手
際
が
あ
っ
た 

も
の
の
、
有
意
義
な
企
画
で
あ
っ
た
と 

思
う
。
次
回
の
話
も
出
た
と
い
う
。 

 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 

        

役
員
名
簿 

（
平
成
20
年
度
・
任
期
１
年
） 

会 

長 

松
本
紀
久
夫 

13
期 

北
本 

副
会
長
兼
企
画
担
当 

 
 
 
 

小
瀬 

功 
 

13
期 

鴻
巣 

同 

兼
事
務
長 

 
 
 
 

日
原
美
代
子 

７
期 

北
本 

同 

兼
会
計
担
当 

 

 
 
 
 

荒
巻
圭
子 

 

14
期 

北
本 

会 

計 

荒
井
次
男 

 

17
期 

川
島 

 

幹 

事 

大
島
洋
子 

  
 

8
期 

北
本 

同 
 
 

緒
方
利
之 

 

14
期 

桶
川 

同 
 
 

佐
野
吉
弘 

 

15
期 

北
本 

同 
 
 

三
平
博
子 

 

15
期 

北
本 

同 
 
 

対
尾
雅
之 

 

16
期 

桶
川 

同 
 
 

熊
谷
康
夫 

 

17
期 

鴻
巣 

同 
 
 

中
島
国
臣 

 

17
期 

桶
川 

監 

査 

天
野 

健 
 

12
期 

北
本 

 

同 
 
 

生
駒 

孝 
 

16
期 

鴻
巣 

        

 

ク
イ
ズ
の
答
え
（
例
） 

右
石
古
占
召
台
只
兄
号
另
史
可
司 

句
叵
叮
叶
叨
叭
叺
叱
叩
四
囚囜
囙

 

目
旦
旧
田
由
甲
申 

  

☊

編
集
後
記 

▼
い
つ
の
間
に
か
暑
気
払
い
の
季 

節
に
な
っ
た
。
夏
祭
り
の
響
き
も 

ち
ら
ほ
ら
と
。「
彩
央
」
第
２
号
を 

を
お
届
け
す
る
日
が
迫
る
。 

▼
本
紙
創
刊
号
の
編
集
者
の
苦
心 

を
察
す
る
。
本
号
は
先
号
と
比
較 

さ
れ
る
。
そ
う
思
う
と
い
さ
さ
か 

緊
張
す
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
先
、 

毎
号
の
担
当
者
と
も
き
っ
と
同
じ 

だ
ろ
う
。
工
夫
す
る
し
か
な
い
、 

と
自
分
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
た
。 

▼
会
員
の
顔
が
少
し
づ
つ
浮
か
ぶ 

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
あ
ち
こ
ち 

で
会
話
が
弾
ん
で
い
る
。
彩
央
会 

の
暖
か
い
雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
る 

の
だ
ろ
う
。
会
員
の
声
を
受
け
止 

め
て
役
員
会
の
自
由
な
発
言
が
新 

た
な
企
画
を
生
む
。 (

拡
張
子) 

 
 

✎

第
２
号
編
集
担
当
者 

天
野
健
・
緒
方
利
之
・
坂
巻
外
史 

 
 
 

表
紙
似
顔
絵
・
小
瀬
功
さ
ん
画 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  連絡員名簿  
  
桶川１ 中村 雅彦 
桶川２ 西村 一雄 
桶川３ 原田 清 
桶川４ 中島 国臣 
桶川５ 緒方 利之 
桶川６ 対尾 雅之 
北本１ 岩沢 正明 
北本２ 松本 紀久夫 
北本３ 天野 健 
鴻巣１ 小瀬 功 
鴻巣２ 熊谷 康夫 
鴻巣３ 奈良 敏夫 
他地区 連絡員なし 
 

 
 

ご
案
内 

イ
ベ
ン
ト 

 

▼
９
月
26
日 

桶
川 

 

― 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 
 

中
山
道
名
所
旧
跡
探
訪
・
釣
り 
 

餌
工
場
・
彼
岸
花
土
手
・
他 

 

▼
１０
〜
１１
月
頃 

旅
行
会 

 
 

▼
２
〜
３
月
頃 

鴻
巣
・
見
学 

 

― 

人
形
工
房
・
勝
願
寺
・
他 

 

（
日
程
の
一
部
が
役
員
会
で
変 

 
 

更
さ
れ
ま
し
た
。
） 
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